
２億 6,462 万円
問 改修工事に伴う臨時駐
車場は。
答　市役所本庁舎近くの民
間の敷地を借りる予定である。

問　本庁北側駐車場用地
取得の必要性と経緯は。
答　現在、栄楽公園横の
市役所駐車場を市職員が使
用している状況を緩和するた
め、新たに用地を取得したい。

90 万円
問 どのような団体に対す
る補助を想定しているか。
答　観光協会、森林組合、
商工会、ＪＡ、農業委員会及
び予備団体分の計６団体を
想定し、台湾里港郷との親
善交流に要する経費の２分の
１の額を１団体当たり15万円
を上限として補助するものであ
る。

問 どのような事業内容か。
答　令和５年度の残余量調
査によって、11年程度で大隅
埋立処分場の埋立完了が予
想され、埋立処分場の拡張、
嵩上げが必要な状況と考えら
れることから、どのような方法
が効果的であるのか、４月以
降の一般廃棄物最終処分場
整備検討委員会で市の計画
を決定し、議会に示したい。

問 交通弱者に関する取
組は。

答　対策としてモデル地区
を設定し、実証実験を実施

できる仕組みを構築したいと

考えており、安全性を確保し、

事故発生時の対応を適切に

行えるよう講習等を行っていき

たい。

一般会計予算（総務常任委員会所管分）

市役所駐車場（栄楽公園横）大隅埋立処分場

1,606 万円
問 防災ガイドブック改訂
業務委託料はどのような内
容か。
答　平成 27 年に作成し配
布したが、令和２年に県が指
定する土砂災害警戒区域等
が増加し、当該区域のデータ
を県から取得可能となったこと
から、1万 9,000 部を印刷し、
全戸に配布予定である。

4,194 万円
問　耐震性貯水槽 ( 防火水
槽 ) について。
答　令和６年度分は４月に
決定されるが、末吉に２か所、
大隅に２か所、財部に１か所
を設置予定である。

問 危機管理監※の身分と
役割は。
答　身分は会計年度任用
職員としての雇用で、市長へ
の助言や職員を指導する総
体的なアドバイザーとしての
役割を想定している。

本庁舎大規模改修事業

国際交流活動支援補助金

災害対策関連事業

危機管理監の設置

一般廃棄物最終処分場
施設整備事業

交通弱者に対する
交通安全講習

※危機管理監とは…本市における防
災体制及び危機管理体制の対応能力
の向上を図ることを目的に、平時は

「防災、危機管理体制の整備」及び「防
災訓練等での指導及び助言等」を行
い、災害等発生時には、「情報収集」、

「進捗管理」、「災害対策本部長 ( 市
長 ) 等への助言」などを行います。

5 ☆定例会とは年 4回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3月・6月・9月・12月に開催します。



一般会計予算（文教厚生常任委員会所管分）

12 億 5,656 万円
問 障害福祉サービ
ス費の現状で特筆すべ
きものは何か。
答　特に障害児支援
給付費が伸びており、
支援が必要な子供やそ
の保護者に対するサー
ビスが様々なところで周
知され、保護者に認知
されてきたことにより給付
費が増えているのではな
いか。

問 ９月に開設する給食センターについて。
答　改築事業に係る総事業費は、現在示して
いる16 億 3,861 万 6,000 円が最終である。食
材の供給については、県内産を５割で、そのう
ちの半分程度は本市産のものを使用していく。
給食センターは汚染区域と非汚染区域に分か
れており、有機栽培された野菜で泥が付いたま
ま持ち込まれても、汚染区域で完全に洗浄して
から処理するので、安全性に問題はない。

347 万円
問　委託料におけるニーズ調査の調査件数
と回収方法は。
答　調査件数は就学前の乳幼児の世帯が
700 件、就学児の世帯が 600 件の計 1,300 件
を予定している。回収方法は、未通園児は郵
送で返信用封筒を同封、通園児は通園先、就
学児は小学校を通じて回収をお願いしたい。
意見 放課後児童クラブがどこも不足する
ほど利用者が増加している中で、各施設で
の子供たちの安全管理が問題となってくる。
４月から安全計画の策定が義務化されるが、
新年度が始まる時期でもあるので、安全計
画が問題なく機能するのか、施設任せにす
るのではなく、担当課も積極的に管理・監
督してもらいたい。

問 部活動の地域移行
がなかなか前に進んで
いないのでは。
答　令和６年度、末吉
中学校の５つの部活をモ
デルケースとして実施する
とともに、発生するさまざま
な課題について検討する
予定であり、また、部活
動の地域移行についての
周知・広報が必要と考え、
市のホームページや広報
誌、公式ＬＩＮＥなどで周
知を図っていきたい。

問 今後、施設の存続は。
答　今後も両施設を存続させていく
方向で、大隅は空調の改修を進めて
おり、財部についても早急に改修が
必要なのは空調設備であり、事業費
は大隅と同程度と見込んでいる。

問 財部中央公民館の改修について。
答　支所庁舎完成後、図書館機能
を含め改修する計画であり、図書館
以外の休館期間は１年近くなると考え
ている。休館期間は、既存の財部
支所庁舎の利用を検討している。

障害福祉サービス費

学校給食センター子ども・子育て支援事業計画策定業務委託料

部活動
地域移行モデル事業

大隅文化会館及び
財部きらめきセンター

財部中央公民館

学校給食センターの完成予想図
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一般会計予算（産業建設常任委員会所管分）

問 本市の農家数と新規
就農に関しての農業委員会
の取組は。
答　農家数は2,845 戸、農
業経営体数は1,750 経営体
あり、農業委員会としては就
農相談や農地に関する相談
に対応している。

3,360 万円
問 広告宣伝の計画とＰＲ
イベントの場所は。
答　地下鉄看板広告や大型
ビルボード広告・インターネット
広告を計画しており、イベント
については、羽田空港内の
イベントブースや東京都や神
奈川県で開催されるイベント
への参加を計画している。

1,734 万円
問 ガードレール等の安全
施設設置は地元要望に対応
できているか。
答　要望を聞きながら対応し
ているが、森林伐採により危
険箇所が増えている。一度
に全て対応することが難しい
ため、危険度の高い箇所か
ら年次的に対応していく。

問 農畜産物生産実績に
ついて。
答　カンショについては、基
腐病等の影響から減少し、
ゴボウについては、短ゴボウ
の周年出荷体制の推進とカン
ショからの転換で伸びている。
また、子牛価格の変動も大き
く影響している。令和４年ま
では微増であったが、令和４
年で初めて500 億円を超え、
令和５年は鶏卵の価格上昇
が大きかった。
意見 農畜産物生産実績
について、国内における本
市の順位を上げる取組をし
てほしい。

8,984 万円
問 森林整備計画推進業
務委託料の内容について。
答　森林所有者で人工林
の手入れをしていない人への
アンケート調査を、令和２年
から令和６年までの５年間で
１万 6,245 人、３万 1,076 筆
を対象に実施しているが、こ
のアンケートで曽於市森林組
合に管理を任せたいと回答が
あった方の森林経営計画を
作成する業務の委託料であ
る。

問 上町土地区画整理事
業について、分譲地の現状
と６年度の売却見込みは。
答　昨年１区画売却し、残
りは32 区画となった。令和６
年度の売却目標は５区画であ
る。

39 万円
問 令和６年度から取り組
む新規事業はどういったも
のなのか。
答　小規模水道等運営支
援業務委託は、小規模水道
組合の施設維持管理などの
困り事について、管工事業
協同組合が相談窓口になり、
小規模水道組合の運営を支
援していくものである。また、
家庭用飲用井戸等整備費補
助金は、井戸を新たに整備
する際や、既存設備の修繕
をする際に補助を行うもので
ある。

農業委員会の取組

畜産ＰＲ広告宣伝費

交通安全施設設置工事

施政方針の
農畜産物生産実績

森林環境譲与税事業

上町土地区画整理事業

小規模水道等
運営支援業務委託

未売却地（赤色の土地）

7 ☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



令和６年度特別・企業会計予算

問 被保険者数と療養給付費の推移について。
答　平成 29 年度と比較し約 17％減少しているが、療養給付費は25.75％の増となっている。

問 保険料の均等割軽減対象者数について。
答　全体 6,798 人で、７割軽減が 5,176 人、５割軽減が 1,045 人、２割軽減が 577 人である。
反対討論 制度上の問題がある。

問 軽減世帯の人数や割合について。
答　人数と軽減幅は、第１段階が 3,070 人で１万 1,400 円、第２段階が 2,630 人で１万 4,800
円、第３段階が 1,840 人で300 円となっている。この300円というのは、国の低所得者軽減
負担の公費負担の利率が 0.05から0.005に改定されたことにより、減額幅が小さくなったもの
である。また、これらの被保険者の割合は、全体の約 53％である。

※参考（低所得者保険料軽減繰入金の段階ごとの算出基礎）
【令和 5 年度】

曽於市国民健康保険特別会計予算

曽於市後期高齢者医療特別会計予算

曽於市介護保険特別会計予算

議案第 35 号 全会一致　可決

議案第 36 号 賛成多数　可決

議案第 37 号 全会一致　可決

段階

保険料基準額に対する
割合及び保険料額 軽減額 参考

（低所得者保険料軽減繰入金）
【軽減前】 【軽減後】

第1段階 0.455
33,700円

→
→

0.3
22,300円 11,400円 11,400円×3,070人＝ 34,998,000円

第2段階 0.6
44,400円

→
→

0.4
29,600円 14,800円 14,800円×2,630人＝ 38,924,000円

第3段階 0.69
51,100円

→
→

0.685
50,800円 300円 300円×1,840人＝ 552,000円

合計 74,474,000円
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　総額6,857万4,000円の計上であり、設置後10年経過した浄化槽について、設置年
度の古いものから順次、所有者へ無償譲渡を計画的に進めているとの説明がありました。

問 空き家等で連絡がつかない事案はあるか。
答　無償譲渡に関しては、平成 14、15、16 年度設置分については連絡がとれ、同意が得
られているものの、使用料に関しては、滞納となっている件数が 77 件あり、どうしても徴収で
きないものについては、不能欠損※処理が必要となる場合がある。

問 給水負担金の昨年度の実績と令和
６年度の件数見込みについて。
答　令和４年度は96 件であり、令和６年
度は前年度と同様に130 件を見込んでい
る。見込み件数が多いのは、集合住宅
が建つと一気に件数が増加するため、余
裕を持った見込みとしている。

問 配管詰り処理委託料について。
答　対象となるのは下水道本管で、処理
委託の実績としては、令和５年度はなかっ
たが、令和４年度は２件あった。

問 公共下水道の普及について。
答　令和３年度末の接続数は 1,790 戸
で、令和４年度末では34 戸増の1,824 戸
となっており、今後も普及に取り組みたい。

曽於市生活排水処理事業特別会計予算

曽於市水道事業会計予算曽於市公共下水道事業会計予算

議案第 38 号 全会一致　可決

議案第 39 号 全会一致　可決議案第 40 号 全会一致　可決

下水道浄化センター

　曽於市議会では定例会の様子をイン
ターネットによるライブ中継や録画配信
でご覧いただけます。
　パソコンのほか、スマートフォンやタ
ブレット端末でも視聴できます。
　インタ ー ネット
から曽於市ホーム
ページへアクセス
するほか、右記 QR
コードからもアクセ
スできます。

※不能欠損とは、未納となっている市税や住宅使用料などの市の債権について、様々な理由で徴収の見通しが立たなくなったこと
で債権が消滅したときに行われる決算上の取扱いをいいます。

9 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。


